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九州大学技術研究会の創設と開催を経て 
 

石井 大輔 

 

要旨 

 2010 年度、応用力学研究所技術室は 1997 年に組織化されて以来はじめての試みとして、九州大学内の全

技術職員を対象とした「第１回九州大学技術研究会（2010 年度）」を開催した。開催当日は、種々の話題に

対して所内外を含めた 33 名の参加者による白熱した討議が繰り広げられ、成功裏に終えることができた。 

 本稿では、九州大学技術研究会の創設と第 1回開催までの経緯などについて述べるとともに、今年度伊都

地区で開催予定の第 2回九州大学技術研究会（2011 年度）にかかる現在の進捗状況などを併せて報告する。 

 

キーワード：九州大学技術研究会・応用力学研究所技術室・技術職員有志 

 

１. はじめに 

2011 年 2 月 25 日、応用力学研究所（以下、応力研と略す）技術室は 1997 年に組織化されて以来はじめて

の試みとして、九州大学（以下、九大と略す）内の全技術職員を対象とした「第１回九州大学技術研究会（2010

年度）」1) を開催した。開催当日は、種々の話題に対して所内外を含めた 33 名の参加者による白熱した討議

が繰り広げられた。特に最後の総合討論では九大における技術職員としての存在意義や今後の方向性などに

ついて大変貴重な意見交換をすることができ、他人の発表をただ聴講するだけの単なる技術報告会で終わる

ことはなかった。その光景からは、今まで知り得なかった他地区／他部局における技術職員の業務内容や考

え方・関心の高さなどを垣間見ることができ、本研究会を企画し実現させた手応えを実感する瞬間であった。 

 本稿は、九州大学技術研究会を立ち上げた経緯や実現までの紆余曲折、そして現在進行中の次回開催にか

かる活動状況の進捗などを報告したい。 

 

２. 九州大学技術研究会を企画した経緯 

まず、本研究会を企画し開催までに至った経緯について説明する。 

21 世紀を迎えた現在の大学は、有望な人材育成と種々の先進的研究といった教育・研究活動の充実ととも

に、知的発展や技術革新、環境問題解決など社会的要求に対する貢献や説明責任が強く求められる状況にあ

り、大学を取り巻く環境は激変したと言っても過言ではない。社会ニーズに応じる時間的制約に加え、成果

志向・業績主義といった社会の風潮を受けつつ学際化も進む昨今の大学における教育研究は、年々、高度化・

専門化・複雑化・迅速化の傾向にある。そのため、常日頃から質の高い専門・応用技術を提供し、広範な技

術的教育・研究支援活動に従事する技術職員の果たす役割は、大学教育・研究活動の一翼を担う上で欠かせ

ないものとして認知されている。 

全国で開催される技術研究会の最近の動向に鑑みても明らかなように、大学の技術職員は従来の教育・研

究支援活動だけに専念するだけではなく、常日頃から広範かつ専門性に優れた知識教養や質の高い応用・先

進技術を積極的に修習し、自己の職務効率化と職能向上に尽力しなければならない。何故なら、それが今後

の教育・研究支援活動への貢献に繋がるからである。また、近年全国で開催される技術研究会等での発表件

数は徐々に増加傾向にあり各教育・研究機関における技術職員の積極的な活動や意識向上が散見され、ここ

数年において九大を除いた九州地区の諸大学で全国規模の技術研究会が数多く開催されている。九州地区の

中でイニシアチブを取ってしかるべき九大は、ここ数年における技術職員の発表実績が芳しくないことに加

え、聴講参加すらあまり多くないのが現状である。このように全体的な消極姿勢の影響のためであろうか、

全国規模の技術研究会開催に向けた学内における積極的な気運・動向は見受けられず、他大学に対して少な

からず遅れを取っていることは残念でならなかった。 

これらのことを勘案し、九大の中で誰も声を上げないなら自ら声を出そうと考えたのが事の発端である。

学内における技術職員が技術研究発表や討議、情報交換を通じることで技術の研鑽やボトムアップ・技術向



上意識を共有するだけでなく、技術的・人的交流の深化による他地区／他分野間における連携強化の促進と

新たな技術開拓・技術創意に繋がる一助にしたいこと、学内における種々の素晴らしい技術をアピールする

場としてだけに留めず、九大における全国規模の技術研究会開催実現への気運を高める第一歩にすることを

目的に、本研究会の企画と開催実現を目指した。 

 

３. 研究会開催実現までの紆余曲折 

本研究会を創設するにあたり、まず応力研技術室の内部委員会である研修委員会に提案した。それは、筆

者が当該委員会に所属していたことはもとより、応力研技術室は 2007 年から毎月 1度のペースで技術発表会

（室員相互の業務内容を知ることや意見交換を行うこと、九州規模／全国規模の技術研究会で口頭発表でき

るようにその練習を兼ねることを目的とした）を開催して、その運営も当該委員会であったためである。 

最初は、応力研を含む筑紫地区全体に規模を拡大して開催することを検討した。しかし、同地区に所属す

る技術職員は十人以下であることが分かり大した規模拡大は期待できないと判断し、いっそのこと九大全体

に拡大して全学技術職員を対象とした開催に展開することを提案し直した。 

ところが、応力研技術室員にいざ提案したところ、皆々が消極的で誰も話に乗って来なかった。会議中も

私 vs 残りの室員みたいな構成で全く議論が噛み合わないことが多々あった。ところが、根気よく説明し説得

したお陰で徐々に皆も理解を示してくれるようになり、数度の全体会議を経てようやく九大全学を対象とし

た応力研技術室主催による九州大学技術研究会の開催が了承され、技術室予算の利用も承諾された。 

本研究会の実行委員として、技術室内部委員会の一つである研修委員会の室員が担当することになり、実

行委員会が立ち上がった。しかし、何しろ皆にとっては初めての大規模な研究会主催とあって、開催までの

流れやどういった準備をするべきなのか、把握し率先して意見できる者は殆どいなかった。そのため、比較

的こういうことには慣れている筆者が事務局長として先導役に徹することで他の実行委員も次第に要領を掴

んでいき、無事開催までに漕ぎ付けることができた。今思えば、本研究会開催にあたっては若輩者の小生が

偉そうに大半を仕切ってしまったが、最終的には皆々の懇切なる協力のもとで本研究会を成功裏に終えるこ

とができたということでお許しいただきたい。 

 

 
 

Fig. 1 第 1 回九州大学技術研究会（2010 年度）の開催ポスターとウェブサイトの外観 



４. 第 1 回九州大学技術研究会（2010 年度）開催を振り返って 

第 1回開催を振り返ってみると、技術研究発表や討議、情報交換を通じることで技術の研鑽やボトムアッ

プ・技術向上意識を共有することはもとより、学内における技術職員間の「横のつながり」の形成とその強

化を進めていく上でこのような貴重な場を提供できたことは、本研究会の開催意義に鑑みて十分な成果とい

っても過言ではないだろう。また、研究会終了後に開催した懇親会にも他地区の技術職員が参加してくれ、

酒を交わしながら大いなる親睦を深めることもできた。 

 Fig.1 に、第 1回九州大学技術研究会（2010 年度）の開催ポスターと研究会ウェブサイトの外観を示す。

前者のデザインについては実行委員相互で様々な意見を出し合い、細部にもこだわりを見せつつ何度もリメ

イクして完成させた、ある意味大作である。ウェブサイトのデザインについては筆者が全て担当したのでセ

ンスが問われるところだが、各ページの内容については不備がないよう、細心の注意を図り作製した。また、

参加登録をウェブサイト経由で実行できるように、参加登録システムおよびデータベースの設計・構築も併

せて行なった。この点に関しては、トラブルなくスムーズな運用ができ、個人的には大変勉強になることが

多かった。Fig.2 に、開催当日の雰囲気を伝えるべく、様々な写真を掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 第 1 回九州大学技術研究会（2010 年度）の開催風景 



５. 第 2 回九州大学技術研究会（2011 年度）開催に向けて 

第 1回の開催は、成功裏に終えることができたのではないかと自負するが、実際における参加者数および

参加地区を見たところ、大半は応力研技術室からの参加であり、他地区からの参加状況が決して良好であっ

たとは言い難いのが現実であった（筑紫：19 , 伊都：10 , 箱崎：2 , 病院：1 , その他：1）。Fig.3 に第

1回九州大学技術研究会にかかるアンケート結果を示すが、同図を見ても明らかなように、全学の技術職員

にとって第 1回の開催時期（卒論・修論時期による多忙）や開催場所（物理的な地区間距離による支障）が

参加へのボトルネックとなった可能性が散見され、次回開催への課題として大変参考になるだけでなく、真

摯に受け止めなければならない結果や意見を得た。 

上記の点を踏まえつつ第 2回の研究会開催を検討するにあたり、今後も継続した九州大学技術研究会の開

催を望む一方で「九大の技術職員」として全国的な活動やアピールをするためには、学内における技術職員

同士の相互連携がより一層必要となってくること、そして他地区・他部局からの九大技術職員の積極的な参

加に向けた取り組み（裾野拡大）を重要視した。そこで第 2回開催は、大所帯である伊都地区・工学系技術

職員との連携強化を図ることが先決であり急務であると判断し、関係者と協議の結果、今年度における第 2

回九州大学技術研究会（2011 年度）2) は伊都地区で開催することに決定した（Fig.4）。 

 実行委員会は既述の理由から応力研技術室から離れ、筑紫地区と伊都地区に所属する技術職員有志で結成

し、今日まで開催に向けた準備等を行なっている。現在、様々な地区や部局の技術職員の方から口頭発表 10

件、ポスター発表 15 件、ほか多数の聴講参加登録をいただいており、今年度は昨年度以上の盛会が期待され

る。特に、今回は初めてポスター発表を導入した。ポスター発表は、掲示した自身のポスター前で見学者へ

の立会説明を行なうのが通例であるが、今回は研究会参加者全員に投票用紙を配布しポスター賞の選考を行

なうことを同時に企画した。これは、ポスター発表者の製作意欲に繋がるだけでなく、製作物に対して第三

者による評価を受けることで今後のポスター製作へ何かしら反映されることを期待してのことである。 

 第 2 回九州大学技術研究会（2011 年度）を是非とも成功させ、九州大学技術研究会の更なるステップアッ

プを図っていきたい。そして、それが九大技術職員の様々な事案に対する積極的な活動および意識改革への

一助に繋がることを望んでいる。 
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Fig. 3 第 1 回九州大学技術研究会（2010 年度）にかかるアンケート結果（参加者向け） 
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Fig. 4 第 1 回九州大学技術研究会（2010 年度）にかかるアンケート結果（不参加者向け） 
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Fig. 5 第 2 回九州大学技術研究会（2011 年度）の開催ポスターとウェブサイトの外観 
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